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モビリティサービスの階層性と地域拠点
―自動車型小さな拠点の可能性―

谷口　守，森本　瑛士，川﨑　薫

人口減少に対峙する地域構造としてコンパクト・プラス・ネットワークという考え方が提示され，公共交通を
基軸とした拠点群に都市機能を集約することが謳われている．地方においても小さな拠点という概念が提唱され
てはいるが，公共交通のサービスレベルが低いため，自動車交通に頼っているのが実情である．本稿ではモビリ
ティサービスの階層性に着目することで，実態に応じた地方部での地域拠点の位置づけを考究する．具体的には
十分な駐車スペースを有し，かつ拠点内の歩行回遊行動を誘発するようなパーク・アンド・ウォーク (P&W) を
前提とした自動車型小さな拠点の成立ポテンシャルの吟味を行う．

キーワード：自動車型小さな拠点，駐車場，パーク＆ウォーク

1. はじめに

人口減少に対峙してコンパクトシティの必要性が高
まっており，施設を集積させた地域拠点（以下，拠点）
の形成が目指されている．近年ではそこに公共交通を
中心とするネットワークを加えた，コンパクト・プラ
ス・ネットワークの重要性が挙げられている [1]（図
1）．2014年には立地適正化計画 [3]や地域公共網形成
計画 [4] などの都市計画制度が新設され，公共交通を
基軸とした拠点群に都市機能を集約することが謳われ
た．なお拠点と言ってもその規模はさまざまである．
都市部であれば，複数の都市の中心的な役割を果たす
広域拠点や都市の中心的な役割を果たす中心拠点，地
域の生活を支える生活拠点などと呼ばれるものが存在
する．その一方で，市町村の中心である都市部から離
れた農村部などの地域においては，最低限の生活サー
ビスを備えた小さな拠点の形成が目指されている [5]．
しかし，小さな拠点に関する取り組みは始まって日も
浅く，都市部の拠点と比べると具体的な取り組みを進
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図 1 公共交通を基軸とした従来型のコンパクト・プラス・
ネットワークの概念図（文献 [2] をもとに筆者が補足
を追記）

めている市町村は多くない．
これら小さな拠点については，公共交通を中心とし

て考えられてきた生活拠点以上の都市部の拠点とは異
なり，そのモビリティサービスについては十分な議論
が進んでいないのが現状である．特に都市部から離れ
た農村部などの地域においては公共交通のサービスレ
ベルが低いため，そこへのトリップは自動車交通に頼っ
ているのが実情である．そのため，地域の実情に合わ
せて，必ずしも公共交通を中心としない自動車の利用
を前提とした小さな拠点（以下，自動車型小さな拠点）
づくりについても検討していく必要があると考える．
以上の拠点階層とモビリティサービスの階層性につ

いて，現状と本稿における考え方の概念図を図 2に示
す．モビリティサービスについて本稿では，拠点階層
ごと（拠点のピラミッドの縦軸）に一括して考えるの
ではなく，公共交通型と自動車型の拠点が両方存在す
るよう（ピラミッド階層の斜面に沿った軸）に考える
ことが重要である．
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特に地方部ほど人口減少が著しく，何も手を打たな
ければ，一定水準の施設や公共交通を維持できない拠
点が発生することが危惧される．そのため，最低限の
施設の確保が課題となる小さな拠点において，地方に
おける実情を鑑み，公共交通に必ずしも頼らない自動
車型の小さな拠点の検討が急務であると考える．そこ
で，本稿では自動車型小さな拠点を今後制度化してい
くうえで，前提となる基本事項の吟味を行うことを目
的とする．
自動車型小さな拠点において，まず重要なのが当然

のことながら自動車でその拠点に訪れやすいことであ
る．そのためには，駐車場が見つけやすいこと，駐車
場が空いていることが必要である．そのため，規模の
小さい駐車場を点在させるのではなく，ある程度の規
模をもった駐車場をまとめることが必須となる．なお，
駐車場という観点では道の駅も自動車型小さな拠点の
構成要素にはなりうるが，周囲の都市機能をどう活か
せるかということも重要な視点であるため，道の駅の
存在が自動車型小さな拠点としての必要十分条件にな
るということではない．
駐車後は，そこから歩いて回れる範囲に施設が集積

図 2 拠点の階層性とモビリティサービスの階層性に関する
概念

していることが拠点として求められる要件の一つであ
ると言える．その際にはただ施設があるだけでなく，
歩いて回りたくなるような魅力的な施設および，歩行
空間が重要となる．本稿ではこれらの駐車しやすく歩
いて楽しめることをパーク・アンド・ウォーク（以下，
P&W）[6]と呼称する．この P&Wを前提とした自動
車型小さな拠点づくりが重要と考える．
そこで本稿では，まず小さな拠点の分類とその特徴

について整理する．続いて，P&Wを前提とした自動
車型小さな拠点に必要な要素を考察し，自動車型小さ
な拠点ポテンシャルの算出方法を提案する．その算出
方法を実地域に適用し，ケーススタディからその結果
について考察を加える．その結果を踏まえ，今後の小
さな拠点の展望について論じ，結論を述べる．

2. 小さな拠点の分類とその特徴

2.1 既存の小さな拠点の分類
本節ではまず，小さな拠点にはどのようなタイプが

存在し，分類整理されてきたのかを確認する．また，そ
れぞれの分類において，どのようなモビリティサービ
スによる訪問が想定されているかを確認する．
小さな拠点の分類は，主成分分析により主成分軸を

抽出し，各主成分軸の主成分得点を用いたクラスター
分析を通して行われたものがある [7]．具体的な主成分
分析における説明変数としては，商業施設・飲食施設・
医療施設や道路や鉄道といった交通に関する変数など
を用いている．なお，分類に用いる小さな拠点は国や
都道府県の政策において設定されたもの，一部市町村
の都市計画マスタープランにおいて設定されている拠
点のうち，市街化区域外のものが対象とされている．
分類の結果としては，七つの小さな拠点類型（地方

図 3 小さな拠点の分類の一部 [7, 8]
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図 4 道路型拠点における生活利便施設存在確率 [7]

中心拠点，生活駅中心型拠点，旧町村中心型拠点，市街
化調整区域型拠点，道路型拠点，公的施設型拠点，低
集積拠点）が抽出されている．本稿では，自動車型小
さな拠点に着目しているため，鉄道駅など公共交通が
比較的発達している分類を除いた 3分類を参考までに
例示する（図 3）．その中でも，国道や道の駅といった
存在が特徴的な道路型拠点について，各種の生活利便
施設の存在確率を示す（図 4）とともに，その特徴を
以下に述べる．
道路型拠点は，道の駅を中心とした拠点が多く，幹

線道路や高速道路の近くに存在する傾向にある．また，
道の駅において規模の大きい駐車場を完備している地
区が多い．ここで注意が必要なのは，このように定義
された道路型拠点は必ずしも本稿で提示する自動車型
小さな拠点とは一致しないことである．広い駐車場を
前提とするという点において両者は一致するが，既存
分類中の低集積拠点や公的施設型拠点においても自動
車型小さな拠点としての整備対応が期待される箇所が
少なからず存在する．一方で道路型拠点に分類される
ところでも公共交通サービスレベルが十分に高く，自
動車交通を優先するにはそぐわないところもあると考
えられる．以上のことより，既存分類には頼らずに自
動車型小さな拠点の成立条件を吟味することが必要で
ある．

2.2 小さな拠点への訪問方法
小さな拠点の分類と，それぞれの分類における各種

施設立地を確認したところ，多くの小さな拠点ではバ
ス停が存在することが明らかとなっている．しかし，
背景でも述べたとおり，現在の地方部においては自動
車での移動が中心である．そのため，前節で述べたよ
うに公共交通を必ずとも前提としない，むしろ自動車
での訪問を中心とする P&Wを前提とした自動車型拠
点についても検討する必要があると考える．その際に，

考慮すべき点としては以下のようなものが考えられる．
1) 自動車で訪問可能な，一定規模以上の駐車場が立
地している．

2) 複数の魅力的な生活利便施設が徒歩で周遊できる
範囲内で集積している．

3) 上記に関連して，徒歩での周遊可能な歩道が整備
されている．

上記の 3点を主に考慮し，3節では自動車型小さな
拠点の考え方について整理する．

3. 自動車型小さな拠点の考え方

前節の結果を踏まえ，本節では P&Wを前提とした
自動車型小さな拠点の成立に必要な要素を検討する．
そのうえで，P&Wを前提とした自動車型小さな拠点の
適用可能性の高さを自動車型小さな拠点のポテンシャ
ルと定義し，その算出式を提案する．
まず，自動車型小さな拠点のポテンシャルを算出す

る候補地 iを選ぶ必要がある．候補地については既存
研究 [9]に倣い設定した．具体的には，各生活利便施設
を中心として拠点範囲 x[m] 圏に含まれる生活利便施
設数をカウントし，生活利便施設が n以上の拠点を候
補地とした．その際の生活利便施設も既存研究 [9] に
倣い，居住地周辺に必要な施設を訪ねた宇都宮市アン
ケート [10]の結果において回答者 5％以上の施設とし
た．また，拠点範囲が重複する場合は施設数が多いほ
う，数が同数の場合は宇都宮市アンケートにおいて回
答率が高い施設を有するほうを候補地とした．
小さな拠点のポテンシャルとして，既存研究 [9] で

は生活利便施設数，後背圏人口などが用いられている．
そこで，本節では既存研究を参考に，生活利便施設数
および拠点周辺の人口を基本的なパラメータとして活
用し，そこに拠点に車で訪れ歩いて楽しめる，P&W

を前提とした自動車型小さな拠点の要素を加えていく．
具体的にはまず，拠点に自動車でアクセスする範囲（自
動車 y 分圏）を拠点後背圏として捉え，人口を算出す
る．また，これまでに述べた一定規模以上の駐車場数
とその集約度合，歩いて楽しむための魅力ある施設の
立地および歩道の整備状況を用いる．加えて，公共交
通型の小さな拠点と棲み分けるために，一定サービス
水準以上の公共交通の有無をパラメータとして算出式
を提案する．提案する算出式を以下の式 (1)～(5)に示
す．具体的には式 (1)において，標準化した指標を加
算することでポテンシャル ϕi を算出する．

ϕi = (αNx + βM + γhy + εP + ηR) · F (1)
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ϕi：候補地 i の自動車型小さな拠点ポテンシャル
α · β · γ · ε · η：標準化係数
Nx：拠点内生活利便施設数

（小さな拠点の範囲：中心より x[m]圏）
M：施設魅力度
hy：自動車 y 分圏人口 [人]
P：大規模駐車場集約率
R：歩道整備距離 [m]
F：運行頻度 f 本/h 以上の公共交通の有無（有：0，無：1）

F=0
(
f ′
max ≥ f

)
(2)

=1
(
f ′
max < f

)
(3)

f ′
max：各拠点内における公共交通の最大運行頻度 [本/h]

M =
k∑

j=1

Mj (4)

Mj：施設 j における魅力度
k：拠点内における施設数

P = Pt × S = Pt × Pu

Pv
(5)

Pt：駐車場面積 A[m2] 以上の駐車場数
S：駐車場集約度合
Pu：x′[m] 圏内駐車場数
Pv：x[m] 圏内駐車場数

なお，今回提案した指標 ϕi はあくまで対象地域の
中での相対的なポテンシャルの大小関係を表わすに過
ぎない．このため，分析の中で市街化区域などの都市
部を対象に含めると本来自動車型拠点としての適性を
有さない拠点まで抽出されてしまう可能性がある．こ
のような問題を避けるため，本検討では後述するよう
に都市近郊を一部含みながら，幅広く中山間地域をカ
バーする茨城県の常陸太田市を試算の対象とした．

4. 自動車型小さな拠点の可能性

4.1 パラメータ設定
実地域に適用するにあたって，具体的な数値の設定が

必要なパラメータが存在する．その変数と本稿におけ
る設定値を表 1に示す．まず，xは一般的な徒歩圏 [11]

から 800 mを設定した．yは既存研究 [12]から 10分
を設定した．これは既存研究 [12]において行った常陸
太田市のアンケートにおいて，買物目的の 1トリップ
当たり移動時間は 10分以内で 50％以上を占めること
から設定している．また，拠点の候補地となる生活利
便施設数 nは，既存研究 [9]において中四国における
拠点候補地の中央値 5を超える 6施設を設定したこと
から n = 6とした．
次に，f は 1本/h未満の地域が公共交通不便地域と

されていること [13]から，1本/hを基準値として設定
した．施設の魅力度については床面積を用いる方法な

表 1 パラメータ設定

表 2 徒歩・自転車で行ける範囲に必要な施設 [14]

どさまざまな考え方があるが，本稿では住民から望ま
れている施設ほど魅力度が高いと考え，内閣府の世論
調査 [14] で必要な施設と回答されている割合（表 2）
を魅力度として捉え，Mj を設定した．
駐車場に関しては，面積に明確な基準はないため，本

稿では路外駐車場面積が 500m2以上の場合，駐車場法
第 11条に定める技術的基準への適合義務が生じる [15]

ことから 500m2 を設定した．なお，一般的に車 1 台
当たり 7坪（約 23m2）必要になることから，500m2

は約 22 台駐車可能である．その際の駐車場について
は，中心にあるほど拠点内の施設を利用しやすいもの
と考え，本稿では拠点範囲の半分である 400m (= x′)

以内に存在する割合を算出する．なお，駐車場のデー
タに関しては，地方都市まで網羅的に把握されたデー
タは存在しない．そこで本稿では，Zmap-TOWNIIの
GISデータ [16]を活用した．具体的には，「側壁のな
い建物・温室・駐車場などの建物面」と定義されてい
るポリゴンを抽出し，その面積を各拠点候補地内の駐
車場面積としてArcGISを用いて算出している．その
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表 3 各拠点における標準化前の指標とポテンシャル

図 5 小さな拠点候補地における自動車型小さな拠点ポテン
シャル（常陸太田市）

ため，各拠点内の駐車場面積の精度が不均一である可
能性があることは留意する必要がある．
各変数のデータについて，生活利便施設は電子電話

帳 [17]，人口は国勢調査 [18]，駐車場および歩道整備
距離はゼンリン地図 [16]，運行頻度のデータは自治体
ホームページ [19]から入手した．

4.2 自動車型小さな拠点ポテンシャル（常陸太田市）
前節で設定したパラメータを基に，本稿では農村部

や中山間地域を幅広くカバーする茨城県常陸太田市を
ケーススタディとして分析を実施する．検討対象の小
さな拠点については，既存研究 [12]において，生活利
便施設数の観点から既に抽出されている小さな拠点候
補地（都市部の拠点が存在する可能性がある市街化区
域・非線引き用途地域を除く）を対象とした．分析結
果（表 3および図 5）から，以下のことが読み取れる．

1) ポテンシャルが 10を超えている拠点 (No. 3)が
抽出された．拠点 (No. 3)は，自動車 10分圏人
口はほかと比べて多くないものの，生活利便施設
数とその魅力度および駐車場整備状況，歩道整備
が比較的高く，拠点に訪れ歩いて楽しめるP&W

を前提とした自動車型小さな拠点が成立する可能
性が示唆された．

2) 約半数の拠点候補地において，集約された大規模
駐車場が整備されていない (P=0.00).

3) 中山間地では，ポテンシャルがマイナスになる地
域が多く存在する．それらの小さな拠点は自動車
10分圏人口や拠点内歩道整備距離，駐車場整備
の値が比較的低い傾向にある．

5. おわりに

本稿では，公共交通サービスレベルの高い地域を前
提とした拠点および交通軸の設定のみが計画制度とし
て適用されていることを問題視し，地方部におけるモビ
リティサービスの実情にあった自動車型小さな拠点の
導入に関する提案を行った．ただ，提案内容自体は対
象地域内の候補地に関する相対的な適性をポテンシャ
ルで表現するにとどまっており，空間的に最適な階層
的拠点配置を提案するには ORの手法を活用した検討
が待たれていると言える．
なお，十分にまとまった駐車スペースを有し，かつ

拠点内の歩行回遊行動を誘発するまちづくりはすでに
海外ではいくつかの事例が存在する．それは単にモビ
リティだけの問題ではなく，地域としてどれだけ魅力
的な都市的サービスを提供できるかということにも多
くを負っている．あわせて歩行空間整備という観点か
ら，どこまでを自動車にとって便利にし，どこからは
歩行者を優先させるかという道路空間に対する明確な
計画行為が必要となる．本稿でポテンシャルが相対的
に高くなった候補地においても，これらの条件にさら
に明示的に切り込んだうえで実際に改善が可能である
かどうかの検討が求められよう．また，本来は公共交
通整備とともに都市型拠点を目指すべきところが，安
易に自動車型拠点にならぬよう，一定の歯止めもあわ
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せて考える必要がある．
モビリティサービスやモビリティネットワークの発

展を考慮した小さな拠点の今後の展望としてはさまざ
まな可能性があるが，特に着目されているシステムと
して自動運転が挙げられる．自動運転は，国土交通省
が中山間地域において道の駅などを拠点とした新たな
モビリティとしての実証実験に取り組んでおり，今回
取り上げた常陸太田市では，7人乗りの車両を公共交
通手段として用いた実証実験 [20]が行われている．
加えて，ライドシェアも地方部，特に中山間地域にお

いて移動手段の確保として着目されている．たとえば，
北海道中頓別町では町民の中から有志のボランティア
ドライバーを募集し，Uberのアプリケーションを用い
てライドシェアを実施 [21]している．このシステムの
活用により，自動車型小さな拠点への訪問が容易にな
る可能性があると考えられる．
また，自動運転とライドシェアの二つの技術を用い，

自動車型小さな拠点と都市部の拠点間ネットワークを
階層的に強化することで，地域の生活利便性の向上が
期待できる．具体的には，住居からライドシェアを用
いて自動車型小さな拠点に向かい，その場では提供で
きないサービスレベルについては，自動運転バスを用
いて都市部の拠点を利用するというライフスタイルが
考えられる．一般的に考えれば，個人利用の自動運転
が普及するだけでも生活利便性は向上すると思われる．
しかし，個人利用の自動運転が普及することは，モー
タリゼーションに拍車をかけることにつながる可能性
が高い．そのため，上記のような新しい技術をコント
ロールしながら，モビリティネットワークを階層的に
強化し，小さな拠点と都市部の拠点間で連携すること
で生活利便性の向上を図っていく必要がある．
最後になったが，本稿は筑波大学とトヨタ自動車の

共同研究「次世代社会システムとモビリティのあり方に
関する研究」および JSPS科学研究費 (17H03319) で
の検討に基づくものである．また，駐車場面積の算出
に際しては東京大学空間情報科学研究センターのデー
タを利用させていただいた．記して謝意を申し上げる．
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